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１．天竜川ダム再編事業の概要
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1）事業の目的及び計画内容

※ 設計洪水位 EL.262.2m
. .

. .

. .

.平常時最高貯水位 EL.260.0 m

堤高
155.5m 非越流部高 EL.270.0 m

死水容量 12,140 ㎥

最低水位 EL.220.0 m

有効貯水容量
20,544 万㎥

総貯水容量
32,685 万㎥

利水容量
20,544 万㎥

【現状】

貯水池容量配分図

【再編後】

（１）事業の目的

⚫ 既設の利水専用ダム（佐久間ダム：昭和31 年(1956 年)完成、電源開発(株））を有効活用し、新たに洪水調節機能を確保し
て、天竜川中下流部の洪水氾濫から人々の暮らしを守ります。

⚫ 佐久間ダムに新たに確保した洪水調節容量を維持するとともに、ダム湖に流入する土砂の一部を河川に還元することで土砂移動の連
続性を確保し、遠州灘沿岸の海岸侵食の抑制等への寄与を目指します。

（２）計画内容
⚫ 洪水調節

佐久間ダムに新たに洪水調節容量を確保し、放流設備の増強を行います。
⚫ 恒久的な堆砂対策

洪水調節容量を維持し、ダム湖に流入する土砂の一部を河川に還元するための堆砂
対策施設の整備を行います。

⚫ 実施箇所（天竜川水系天竜川）右岸 愛知県北設楽郡豊根村
左岸 静岡県浜松市天竜区佐久間町

⚫ 事業費：約1,900億円
⚫ 工  期：平成16年度～令和20年度

天竜川ダム再編事業のイメージ図

万㎥

常時満水位 サーチャージ水位 EL.260.0 m

有効貯水容量
20,544万㎥

予備放流水位 EL.252.0 m

死水容量 12,140 ㎥

利水容量
洪水期 19,044万 ㎥

非洪水期 20,544万 ㎥

洪水調節容量 5,500万㎥

総貯水容量
32,685万㎥

洪水期制限水位 EL.258.0 m

予備放流容量
3,900万㎥

堤高
155.5m

最低水位 EL.220.0 m

非越流部高 EL.270.0 m

（洪水期：6/1～10/10）

万㎥

既設佐久間ダム 諸元

形式 重力式コンクリートダム

堤高 155.5ｍ

総貯水容量 32,685万㎥



4

2）事業の実施内容

堆砂対策施設
（ベルトコンベヤトンネル）

発電導水路トンネル

県道トンネル

県道トンネル

管理設備
（操作室）

増設放流設備

トンネル延長：約1,3km

増
設

放
流

設
備

延
長

：
約

0.
6k

m

操作室

揚砂場

堆砂対策施設イメージ

秋葉ダム貯水池において、他ダムの被災事例から、土砂を通過させる秋葉ダムスルーシング操作により生じる流水への対応を追加。

揚砂場

堆砂対策施設イメージ

増設放流設備イメージ

減勢部

吞口部

トンネル部

佐久間ダム湖上流部の水位上昇を防止・軽減
し効率的に堆砂対策を行うため、ダム湖上流部
を通過する土砂をダム湖内 に導入しやすくする
河道形状整形を追加。

現道

実施予定区間

トンネル断面形状
形状：円形
外径：約16.5m
内径：約14.5m

増設放流設備のイメージ

ベルトコンベヤトンネルのイメージ

トンネル延長：約1.3km
トンネル断面：高さ約5m×幅約4m
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3） 全体工程と進捗状況

◼水文・水質調査、河川への土砂還元モニタリング、工事用道路工事及び関連する補償のほか、施設設計に必要な
地質調査等の基礎データ収集、治水関連施設設計、堆砂対策施設設計を実施しています。

（令和８年３月末時点）
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4）恒久的な堆砂対策

◼天竜川ダム再編事業にて実施する恒久的な堆砂対策は、佐久間ダムに新たに確保した洪水調節容量を維持する
とともに、洪水時の背水による貯水池上流部における水位上昇の防止・軽減を目的に実施します。

◼恒久的な堆砂対策により貯水池から浚渫した土砂は、ダム下流河川へ還元することで土砂移動の連続性を確保
し、遠州灘沿岸の海岸侵食の抑制等へ寄与を目指します。

◼ストックヤードの置土より河川に還元した土砂のほとんどが海岸に到達すると推定されます。

秋葉ダムからの
スルーシング

河川に還元（置土）した土砂の
ほとんどが海岸に到達すると推定

佐久間ダム

秋葉ダム

船明ダム

佐久間ダムからの
土砂還元
（約28万m3 /年）

佐久間ダム流入土砂量

遠州灘

佐久間ダム放流土砂量

土砂還元

支川（大千瀬川、水窪川）

秋葉ダム放流土砂量

支川（気田川）

単位：万m3/年

現状でスルーシング
（土砂通過）

52

29

28

46

5

維持掘削量

13

貯水池掘削量

河口通過土砂量

132

94

239

出典 恒久的な堆砂対策イメージ図に第６回 天竜川ダム再編事業 恒久堆砂対策工法検討委員会
（令和２年２月６日）において審議された土砂収支（年平均）を記載。

※佐久間ダムへの流入土砂量（239万m3/年）は、上流ダム群（美和ダム，小渋ダム，松川ダム）の排砂操作を考慮した場合に想定される土砂量。
    佐久間ダム貯水池内の土砂収支量は、佐久間ダム貯水池運用及び上流ダム群の排砂実績等によって今後変更する可能性があります。

出典 第4回天竜川流砂系総合土砂管理計画検討
委員会【下流部会】資料に補足説明を追記



２．本委員会の位置づけ
（総合土砂管理計画検討委員会との関係）
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1） 総合土砂管理計画検討委員会との関係

◼本委員会は、天竜川流砂系総合土砂管理検討委員会とは別委員会とし、情報の共有及び総
合土砂管理検討委員会での知見をとり入れながら、堆砂対策運用の検討をすすめます。

天竜川流砂系総合土砂管理
検討委員会(仮称）

[目的]
土砂に関する課題を流砂系全体で総合的に解

決するために必要な対策・土砂動態を把握し、中
長期的な土砂の関わる変化をあらかじめ想定した
うえで、ダム・河川・海岸の各領域と連携し、事業
目的の達成とあわせ、持続可能な管理の実現と
環境の保全・回復を目指す

[委員構成]
学識者

[事務局]
浜松河川国道事務所（下流部会）
天竜川上流河川事務所（上流部会）

R8年度～

天竜川ダム再編事業 恒久的な堆砂
対策運用検討委員会

[設置目的]
天竜川ダム再編事業の恒久的な堆砂対策につ

いて、治水、環境、河川利用に与える影響の調
査・分析結果をふまえ、民間における土砂の利活
用のあり方も含む具体的な堆砂対策の運用につ
いて、学識経験者ならびに有識者からご意見・ご
助言を得るとともに、関係者と合意形成の構築を
目指す

[委員構成]
学識者、有識者

[事務局]
天竜川ダム再編工事事務所

・総合土砂管理の視点からの助言

・堆砂対策運用の検討内容を共有
・助言をフィードバック

土砂資源の有効活用
について意見交換

（検討中）
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2） 総合土砂管理計画検討委員会と運用検討委員会の枠組み
（１）総合土砂管理計画検討委員会

◼総合土砂管理計画は、土砂に関する課題を流砂系全体で総合的に解決するために必要な対
策・土砂動態を把握し、中長期的な土砂の関わる変化をあらかじめ想定したうえで、関係
機関と連携して土砂管理を推進し、現在得られている土砂管理対策による土砂動態の評価
を行うものです。

天竜川流砂系総合土砂管理計画検討委員会【下流部会】

目的

流域の源頭部から海岸までの土砂が移動する領域を一貫した土砂管理計画を策定し、課題解決に向け
て流砂系の関係者が継続的に調整・連携して取り組む
・必要な対策・土砂動態の把握
・各領域の管理者と利用者、地域住民等の相互連携
・事業目的の達成とあわせて、持続可能な管理の実現と環境の保全・回復を目指す

範囲
源頭部から海岸まで
・天竜川下流域：平岡ダム下流から河口まで
・遠州灘海岸 ：浜名湖今切口から福田漁港まで

課題

流砂系としての土砂移動の連続性の確保
・ダム領域：土砂移動の連続性阻害、堆砂による貯水池容量の低下
・河道領域：土砂堆積による治水安全度の低下
・河口テラス・海岸領域：河口テラス・海岸汀線の後退

対応策

各領域の管理者が土砂管理対策を実施
・ダム領域：ダム貯水池堆積土砂の掘削、下流への土砂還元
・河道領域：河道掘削し、洪水被害防止
・河口テラス・海岸領域：河口テラスの回復及び海岸汀線の維持
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2） 総合土砂管理計画検討委員会と運用検討委員会の枠組み
（２）運用検討委員会

◼恒久的な堆砂対策運用検討委員会は、天竜川ダム再編事業で実施する恒久的な堆砂対策
に関し、主に事業区間における影響や効果※を検討・評価し、具体的な土砂還元方法を
検討します。※土砂還元の効果には「海岸侵食の抑制に寄与を目指す」を含む

◼下流河川への土砂還元は、ダム領域の課題に対する対応策の一つとして、本委員会での検
討内容を総合土砂管理計画検討委員会へ報告し、事業区間を含む天竜川の中長期的な評価
をしていただきます。

天竜川ダム再編事業 恒久的な堆砂対策運用検討委員会

目的

天竜川ダム再編事業で実施する恒久的な堆砂対策の具体的な運用・実施方法について、学識者等からご意
見・助言を得るとともに、河川利用者等と合意形成の構築を目指す
・恒久的な堆砂対策の具体的な運用・実施方法を検討
・フィールドワークを取り入れながら、土砂還元による河川への影響と効果を評価し、土砂還元に対する河川利用
者等と相互理解を深める

範囲
平岡ダム下流～秋葉ダム下流気田川合流点まで
（気田川合流点～河口まで 代表地点で現地調査）

課題

事業区間における土砂還元による河川への影響と効果の定量評価
・土砂還元による河川応答の把握（堆積しやすい河道箇所や還元土砂の追跡）
・土砂還元による治水、環境、利用への影響と効果の定量評価
・具体的な土砂還元方法の河川利用者等と合意形成の方法

対応策

具体的な堆砂対策施設運用と堆砂対策（土砂還元）による河川への影響と効果を評価
・学識者・有識者の意見助言により、具体的な運用方法を検討
・検討範囲においてシミュレーション※1 及び現地調査※2を実施し、物理及び環境変化を定量評価

※1 本委員会で検討した結果を総合土砂委員会に共有し、総合土砂委員会において事業区間を含む源頭
部から海岸まで一貫した土砂の動態の運動領域を流砂系として中長期的に評価

※２ 現地調査は、フィールドワークを活用しながら土砂還元の影響範囲（佐久間ダム下流から気田川合流
点まで）と気田川合流点下流から河口までの代表箇所において実施
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３．土砂還元に関するこれまでの検討状況
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1） 土砂還元に関する検討等の経緯

◼恒久堆砂対策として実施する下流河川への土砂還元については、平成18年度から排砂工法・環境への影響・モニタリ
ング調査計画等の検討を行っています。

目的

H
1
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年
度
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1
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年
度

H
1
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年
度

H
1
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年
度
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度

H
2
0
年
度
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度

H
2
5
年
度

H
2
6
年
度

H
2
7
年
度

H
2
8
年
度

H
2
9
年
度

H
3
0
年
度

R
1
年
度

R
2
年
度

R
3
年
度

R
4
年
度

R
5
年
度

R
6
年
度

R
7
年
度

天竜川ダム再編事業
技術工法検討委員会

排砂工法の技術的な評価・
課題について検討を行い、
助言を得る

天竜川ダム再編事業
排砂工法実証実験検
討委員会

排砂工法の機能及び佐久
間ダムでの適用性について
検討を行い、助言を得る

天竜川ダム再編事業
恒久堆砂対策工法検
討委員会

恒久堆砂対策施設の具体
化に向け、流入土砂の適切
な処置が可能な工法につい
て検討を行い、助言を得る

天竜川ダム再編事業
環境検討委員会

ダム直下～海域の環境へ
の影響予測・評価、今後の
調査計画の内容について検
討を行い、助言を得る

天竜川ダム再編事業
佐久間ダム環境検討
委員会

佐久間ダム周辺環境へ与
える影響の予測・評価、環
境保全措置、モニタリング計
画の内容について検討を行
い、助言を得る

置土の設置

現地調査

項目

土砂の流下機構の把握、土
砂還元に伴う河川物理環
境・河川生物環境の変化・
応答の把握

調査等

排砂工法に
関する検討

環境に関す
る検討

実
施
計
画
調
査
に
着
手 置土による

土砂還元の

計画
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2） 置土による土砂還元の実施状況

◼恒久堆砂対策として実施する佐久間ダム下流河川への土砂還元について、
土砂還元を行った場合の河川物理環境及び河川生物環境への影響・効果を
事前に把握するため、H19～R5年に置土による土砂還元を実施しました。

原田橋上流 約5万m3

中瀬 約6万m3 鮎釣 約1.2万m3

ストックヤード
（整備中）

10kp

20kp

30kp

40kp

秋葉ダム

竜
山
大
橋

西川

気田川

雲名橋

船明ダム

塩見渡橋

阿多古川

鹿
島
橋

飛竜大橋

第2東名天竜川橋

一
雲
済
川

浜北大橋

かささぎ大橋

東名天竜川橋

新天竜川橋

東海道線

東海道新幹線

掛塚橋

遠州大橋

安
間
川

大千瀬川

水窪川

佐久間ダム

中部大橋

60kp

佐久間ダム

秋葉ダム

船明ダム

H28,H29,H30,R1
置土65K

（佐久間地区）
豆こぼし

H19
置土21K

（中瀬地区）

H26,H27
置土44K
（鮎釣地区）

置土の設置位置

※○○Kは河口からの距離

ふなぎら

あゆつり

ひがしうんな

なかぜ

R2～R5
置土

（佐久間地区）
原田橋上流

H20
置土42K

（東雲名地区）

原田橋

置土による土砂還元の実施状況

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

鮎釣地区

東雲名地区

中瀬地区

6 4 0.7 1.2 1.7 1.3 1.6 3 5 2.3

7月

出水

で

流下

7月

出水

で

流下

4月

出水

で

流下

5月

9月

出水

で

流下

4月

6月

10月

出水

で

流下

3月

4月

出水

で

流下

5月

7月

出水

で

流下

4月

6月

7月

出水

で

流下

5月

出水

で

流下

9月

出水

で

流下

5月

6月

7月

出水

で

流下

船明ダム
下流

設置土量（万m3）

置土の流下状況

置土位置
置土施工年度

佐久間ダム
～

秋葉ダム

原田橋上流
（佐久間地区）

豆こぼし
（佐久間地区）

秋葉ダム
～

船明ダム

1.1

置土箇所

凡例
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3） モニタリング調査の実施状況

◼佐久間ダム下流河川の河川物理環境及び河川生物環境の現状と、置土による土砂還元に伴う変化を把握するため、
モニタリング調査を行っています。

モニタリング調査の実施状況

【モニタリング調査の調査位置】

10kp

20kp

30kp

40kp

秋葉ダム

竜
山
大
橋

西川

気田川

雲名橋

船明ダム

塩見渡橋

阿多古川

鹿
島
橋

飛竜大橋

第2東名天竜川橋

一
雲
済
川

浜北大橋

かささぎ大橋

東名天竜川橋

新天竜川橋

東海道線

東海道新幹線

掛塚橋

遠州大橋

安
間
川

大千瀬川

水窪川

佐久間ダム

中部大橋

60kp

佐久間ダム

秋葉ダム

船明ダム

②（天竜川橋）
③

②③⑥⑦
②③⑥⑦

⑥

⑩ ④⑤

②
②

⑥

④⑤

②③ ⑥⑦

⑥
⑥⑦

⑧⑪

⑥⑦

⑥

⑨

⑫

No.
H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

① 置土設置 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

② 物理 水質採水分析 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③ 環境 連続観測 ● ● ● ● ● ●

④ 地形測量 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑤ 河床材料 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑥ 生物 魚類 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

底生動物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

付着藻類 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑦ アユ 成長量 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

消化管内容物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑧ 産卵場 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑨ 流下仔魚 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑩ 標識放流 ● ● ●

⑪ 洪水時魚類分布 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑫ 河口域稚仔魚 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● （以降統計データ等利用）

調査項目

：「④地形測量」「⑤河床材料」の調査区間
：「⑧アユ産卵場」「⑪洪水時魚類分布」の調査区間
：「⑩アユ標識放流」の調査区間
：その他の調査の調査地点
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4） モニタリング調査の内容

連続観測定点カメラ設置観測状況

【置土調査】

出水時の置土の流出状況を、有人による観測と定点カメラ
を設置した無人での観測を組み合わせて確認。

採水分析・観測

【水質調査】

置土流出時の濁り、流れている土の粒度、含有物等の変化
を把握するため、出水中の採水分析と機器による連続採水
を実施。

【地形測量・河床材料調査】

置土流出後の土砂の堆積状況の変化を把握するため、河道
地形の測量や、河原の土砂の現地計測、試料の採取・分析
を実施。

【生物調査】

佐久間ダム下流での水生生物の生息・生育状況の変化を
把握するため、現地調査や試料の採取・分析を実施。

河床材料調査 潜水目視横断測量 調査状況



R2年6月15日 11時 豆こぼし

 佐久間ダム放流量：631m3/s

 佐久間水位：3.16m
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月
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月
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月
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0
月
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月
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月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

4
月

6
月
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月

1
0
月

1
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月

2
月

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

H27 H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3 R4 R5 R6

佐
久
間
月
最
高
水
位
（
m
）

年度

0

1

2

3

4

5

6

土
砂
還
元
量
（
万

m
3 ）

置土設置位置：秋葉ダム下流（鮎釣） 置土設置位置：佐久間ダム下流（豆こぼし） 置土設置位置：佐久間ダム下流（原田橋上流）

置土量：0.7万m3

置土量：1.2万m3

置土量：1.7万m3 置土量：1.3万m3 置土量：3万m3置土量：1.6万m3 置土量：5万m3 置土量：2.3万m3 置土量：1.1万m3
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5） モニタリング調査結果の分析（１）置土からの土砂還元の状況

◼佐久間地区（原田橋上流、豆こぼし）に設置した置土については、佐久間地点の水位が約3m(流量約1,700m3/s)
を超える出水が発生した場合に、置土から土砂が流れました。

10kp

20kp

30kp

40kp

秋葉ダム

竜
山
大
橋

西川

気田川

雲名橋

船明ダム

塩見渡橋

阿多古川

鹿
島
橋

飛竜大橋

第2東名天竜川橋

一
雲
済
川

浜北大橋

かささぎ大橋

東名天竜川橋

新天竜川橋

東海道線

東海道新幹線

掛塚橋

遠州大橋

安
間
川

大千瀬川

水窪川

佐久間ダム

中部大橋

60kp

佐久間ダム

秋葉ダム

原田橋上流
原田橋

豆こぼし

鮎釣

置土箇所

凡例

R4年9月23日 17時 原田橋上流

 佐久間ダム放流量：500m3/s

 佐久間水位：2.96m

R3年5月21日 7時 原田橋上流

 佐久間ダム放流量：980m3/s

 佐久間水位：4.19m
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5） モニタリング調査結果の分析（２）物理環境ー濁り①

◼ R3～5年度に実施した土砂還元において、置土下流の中部大橋では、置土から土砂
が流れることで濁り(SS濃度)が増加する状況が確認されました。

◼置土から土砂が流れている時の中部大橋でのSS濃度は、最大236mg/Lでした。な
お、土砂還元をしていない出水での最大SS濃度は約1,385mg/Lでした。

◼土砂還元に伴う濁りが置土をしていない出水時の濁りを上回る状況は確認されませ
んでした。

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

1000 2000 3000 4000 5000

S
S
濃
度

(m
g/

L
)

佐久間地点の流量(m3/s)

【出水時の濁り（中部大橋）】

土砂還元なし(R2～R6)

土砂還元中（R3～R5）

置土設置位置：原田橋上流

土砂還元中の最大SS濃度
(236mg/L（R4年9月）)

出水時の濁りの状況（中部大橋）

土砂還元をしていない出水での
最大SS濃度（1,385mg/L（R5年6月））

佐久間ダム

大千瀬川

天竜川

中
部
大
橋

置土位置

(原田橋上流）

下川合橋

置土上流部
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【R4年9月】

置土上流部SS濃度

下川合橋SS濃度

中部大橋SS濃度

土砂還元量

・置土設置位置：原田橋上流

・総土砂還元量：約2.2万m3

R4年9月の土砂還元時の状況

大千瀬川の濁りも加
わってSS濃度が上昇
（最大236mg/L）

大千瀬川はまだ濁っ
ておらず、置土から
土砂が流れたことで
濁りが強くなったと考
えられる。

土砂還元開始 土砂還元終了



0

5

10

15

20

25

30

35

40

6
/
3
0
～

8
/
1
8

5
/
2
1
～

6
/
1
9

7
/
2
～

2
5

8
/
1
3
～

9
/
3

9
/
4
～

2
0

9
/
2
3
～

1
0
/
4

5
/
7
～

6
/
1

6
/
2
～

2
9

6
/
3
0
～

7
/
2
7

8
/
1
5
～

2
0

5
/
2
8
～

6
/
1
5

6
/
2
8
～

7
/
1
6

7
/
1
7
～

2
9

8
/
3
0
～

9
/
5

R2

年度

R3年度 R4

年度

R5年度 R6年度

日
平
均

S
S
濃
度
が

1
5
m

g/
L
以
上
の
日
数

土砂還元あり

土砂還元なし

土砂還元量：5万m3 土砂還元量：0.2万m3

土砂還元量：0.5万m3

土砂還元量：0.3万m3

土砂還元量：2.2万m3
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調査前の佐久間最高水位(m)

【中部大橋】

置土設置前

(～R3.5)

置土あり

(R3.6～R6.1)

置土なし

(R6.5～)

※出水発生から

30日後までの

期間の調査

データを使用
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5） モニタリング調査結果の分析（３）物理環境ー濁り②

◼土砂還元により細かな土砂が河川に供給されますが、置土下流の中部大橋での濁りの継続
期間に、土砂還元を実施した場合としていない場合で明確な差は見られませんでした。

◼土砂還元を実施した場合に、河床の石に付着する泥や砂等の無機物の量が増加するような
変化は確認されませんでした。

付着無機物量（中部大橋）

濁りの継続日数（中部大橋）

佐久間ダム

大千瀬川

天竜川

中
部
大
橋

置土位置

(原田橋上流）

注）SS濃度が15mg/Lを超えるとアユの忌避行動が生じる。
置土がある場合(●)に、石表面の無機物量（砂や泥など）が
多くなる傾向は見られない。
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No.56
（とろ）

置土位置 原田橋上流
土砂還元量
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5） モニタリング調査結果の分析（４）物理環境ー河床高(佐久間ダム下流①)

◼置土から流れた土砂が下流に堆積すると、水深が浅くなることが考えられ
ますが、置土下流の中部大橋周辺では、土砂還元後の平均河床高は大きく
上昇しておらず、土砂が堆積している状況は見られませんでした。

佐久間ダム

大千瀬川

天竜川

豆こぼし周辺

置土位置

(原田橋上流）
中部大橋

周辺

置土位置

(豆こぼし）

水窪川平均河床高の変動状況（中部大橋周辺）

土砂還元後に河床高が
大きく上昇する傾向は
見られない

 

 

中部大橋 

戸口橋 

ANo.32 

ANo.33 

ANo.34 

ANo.36 

 
ANo.41 

 

ANo.43 

 

ANo.44 

 

ANo.45 

 
ANo.46 

 

ANo.47 

 

大千瀬川 No.0 

 

ANo.48 

 

ANo.49 

 

ANo.52 

 ANo.54 

 

ANo.63 

 

ANo.57 

 

下川合橋 

ANo.59 

 

ANo.61 

 

原田橋 

佐久間ダム 

ANo.62 

 

水窪川 

大千瀬川 

河内川 

R2～R4年度施工置土 

豆こぼし地区 

久根鉱山 

 

 

H28～R1年度施工置土 

出典：国土地理院 http://maps.gsi.go.jp 
河道範囲の投影オルソ画像撮影日：令和 3年 12月 6-8日 

 

佐
久
間
 
 

 

No.62 

No.61 

No.50 

No.49 

No.55 

No.60 

No.59 

No.58 
No.57 

No.56 

大千瀬川 

中部大橋 

河内川 

No.51 

No.52 

No.53 

No.54 

水窪川 

堰堤 

置土位置（原田橋上流） 

置土位置 
（豆こぼし） 
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5） モニタリング調査結果の分析（４）物理環境ー河床高(佐久間ダム下流②)

◼豆こぼし下流の河川が蛇行している区間では、中部大橋周辺に比べると河床高
が変動していますが、土砂還元と河床高の変化との関係性までは把握できませ
んでした。

佐久間ダム
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天竜川

豆こぼし周辺

置土位置

(原田橋上流）
中部大橋

周辺

置土位置

(豆こぼし）

水窪川

平均河床高の変動状況（豆こぼし周辺）

蛇行区間では変動
が大きいが、河床が
上昇する傾向は見ら
れない

注）前年の平均河床高を0値とし、前年との差の値を赤色（河床の上昇幅）又は青色（河床の低下幅）で示した。
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5） モニタリング調査結果の分析（４）物理環境ー河床高(秋葉ダム下流)

◼秋葉ダム下流では、平均河床高は上昇と低下を繰り返しており、土砂還元により
土砂が堆積している状況は見られませんでした。

平均河床高の変動状況（秋葉ダム下流）
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注）前年の平均河床高を0値とし、前年との差の値を赤色（河床の上昇幅）又は青色（河床の低下幅）で示した。



5万 2.2万 1.1万

H29年
11月

H30年
11月

R1年
11月

R2年
11月

R3年
10月

R4年
10月

R5年
11月

R6年
11月

No.63

No.61

No.59

No.57

置土位置 原田橋上流
土砂還元量

（m3）

大千瀬
川

No.54

No.52

No.49

0
20
40
60
80

100

調査無し

単位：％

0
20
40
60
80

100

調査

無し

0
20
40
60
80

100

調査無し

0
20
40
60
80

100

調査無し

0
20
40
60
80

100

調査無し

0
20
40
60
80

100

0
20
40
60
80

100

0
20
40
60
80

100

大千瀬川

合流

中部

大橋

堰堤

1.7万 1.3万 1.6万 3万 5万 2.2万 1.1万

H29年
11月

H30年
11月

R1年
11月

R2年
11月

R3年
10月

R4年
10月

R5年
11月

R6年
11月

No.48

土砂還元量

（m3）

置土位置 豆こぼし 原田橋上流

No.36

No.34

No.33

No.32

No.47

No.46

No.45

No.44

No.43

No.41

0
20
40
60
80

100

調査

無し

0
20
40
60
80

100

0
20
40
60
80

100

0
20
40
60
80

100

0
20
40
60
80

100

0
20
40
60
80

100

0
20
40
60
80

100

0
20
40
60
80

100

0
20
40
60
80

100

調査

無し

0
20
40
60
80

100

調査

無し

0
20
40
60
80

100

調査

無し

単位：％

河内川

合流

 

 

中部大橋 

戸口橋 

ANo.32 

ANo.33 

ANo.34 

ANo.36 

 
ANo.41 

 

ANo.43 

 

ANo.44 

 

ANo.45 

 
ANo.46 

 

ANo.47 

 

大千瀬川 No.0 

 

ANo.48 

 

ANo.49 

 

ANo.52 

 ANo.54 

 

ANo.63 

 

ANo.57 

 

下川合橋 

ANo.59 

 

ANo.61 

 

原田橋 

佐久間ダム 

ANo.62 

 

水窪川 

大千瀬川 

河内川 

R2～R4年度施工置土 

豆こぼし地区 

久根鉱山 

 

 

H28～R1年度施工置土 

出典：国土地理院 http://maps.gsi.go.jp 
河道範囲の投影オルソ画像撮影日：令和 3年 12月 6-8日 

 

佐
久
間
 
 

 

置土位置 
（豆こぼし） 

大千瀬川 
No.63 

No.61 

No.59 

No.57 

No.54 

No.52 

No.49 

No.48 

No.47 

No.46 

No.44 

No.43 

No.45 

No.41 

No.36 

No.34 

No.33 

No.32 

大千瀬川 

中部大橋 

河内川 

水窪川 

堰堤 

置土位置（原田橋上流） 

23

5） モニタリング調査結果の分析（５）物理環境ー河床材料(佐久間ダム下流)

◼佐久間ダム下流では、河道の蛇行区間(豆こぼし)で細粒分(粒径2mm以下)の割合
が高くなる傾向があり、土砂還元後に細粒分の割合が一時的に高くなった場所も
見られましたが、土砂還元と細粒分の割合の変化との関係性までは把握できませ
んでした。
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細粒分の割合の変動状況（佐久間ダム下流）

蛇行区間では細粒分の
割合が高い
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5） モニタリング調査結果の分析（５）物理環境ー河床材料(秋葉ダム下流)

◼秋葉ダム下流では、一部の地点で土砂還元時に細粒分(粒径2mm以下)の割合が
一時的に高くなった状況が見られましたが、その後は元に戻っています。

細粒分の割合の変動状況（秋葉ダム下流）
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5） モニタリング調査結果の分析（６）生物ー付着藻類（佐久間ダム下流）

◼石に付着している藻類は、規模が大きな出水（佐久間地点の水位が4m(流量約
2,000m3/s)以上）が発生すると、出水後の調査で藻類量が少ない傾向が見られ
ました。出水時の攪乱が大きく、藻類が石から剥離したと考えられます。

◼土砂還元の実施後、佐久間ダム下流の中部大橋では、規模が小さな出水でも藍藻
類や珪藻類が少なくなる傾向が見られました。砂が流れることで、小さな出水で
も藻類が更新されやすくなっている可能性があります。

藍藻類(ビロウドランソウ)（中部大橋） 珪藻類（中部大橋）

置土がある場合(●)は設置前(●)に比べ、小規模な出水でも出水後の
藻類量が少なくなる傾向が見られる。

水位4m以上の出水の後
は、藻類量が少なくなる
傾向が見られる。

佐久間ダム

大千瀬川

天竜川

中
部
大
橋

置土位置

(原田橋上流）

置土の設置前(●)は、出水
規模が小さいと、出水後に
付着藻類が減少していな
い（剥離していない）場合が
見られる。

付着藻類の剥離：古い藻類がはがれて新鮮な藻類に更新されると、アユ等の餌としての質が向上します。
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5） モニタリング調査結果の分析（６）生物ー付着藻類（秋葉ダム下流・船明ダム下流）

◼秋葉ダム下流の気田川合流点や、船明ダム下流の鹿島橋では、出水後の藍藻類・珪藻類
の生育状況に、土砂還元の有無による差は見られませんでした。

藍藻類(ビロウドランソウ)
（気田川合流点） 珪藻類（気田川合流点）
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5） モニタリング調査結果の分析（７）生物ー魚類（佐久間ダム下流）

◼佐久間ダム下流の中部大橋では、アユは調査時期や調査
方法等により個体数の変化が大きくなっています。

◼カマツカの生息状況は、調査時期により変動しており、
経年的な変化傾向は見られませんでした。
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【カマツカ（中部大橋）】

土砂還元量：5万m3 土砂還元量：2.2万m3

土砂還元量：0.3万m3

土砂還元量：0.7万m3

カマツカ個体数（中部大橋）
川底に砂が多い場所を好むため、砂が堆積している場所が増えると
個体数が増加すると考えられます。
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土砂還元量：5万m3 土砂還元量：2.2万m3

土砂還元量：0.3万m3

土砂還元量：0.7万m3

注）R1年度以降の7～9月は、友釣り（2時間）での結果。
アユ個体数（中部大橋）
川底の石に付着している藻類を餌にするため、瀬など餌場となる
場所の石が砂で埋まると餌がとれなくなり、個体数が減少すると
考えられます。 

佐久間ダム

大千瀬川

天竜川
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部
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置土位置

(原田橋上流）

調査地点：中部大橋
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【アユ（気田川合流点）】

土砂還元量：0.02万m3

土砂還元量：0.6万m3

土砂還元量：0.3万m3

アユ個体数（気田川合流点）
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5） モニタリング調査結果の分析（７）生物ー魚類（秋葉ダム下流）

◼秋葉ダム下流の気田川合流点では、アユやカマツカの生息
状況は調査時期により変動しており、経年的な変化傾向は
見られませんでした。

西川

気田川

気田川

合流点

置土位置(鮎釣）

天竜川

秋
葉
 
 

調査地点：気田川合流点

注）年度により調査月が異なるため、共通する5月(又は6月)、7月(又は8月)、9月、1月のデータを示す。
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5） モニタリング調査結果の分析（７）生物ー魚類（船明ダム下流）

◼船明ダム下流の鹿島橋では、アユやカマツカの生息状況は
調査時期により変動しており、経年的な変化傾向は見られ
ませんでした。

船明ダム

天竜川

鹿
島
橋

阿多古川

調査地点：鹿島橋

注）年度により調査月が異なるため、共通する5月(又は6月)、7月(又は8月)、9月、1月のデータを示す。
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【造網型（中部大橋）】

土砂還元量：5万m3

土砂還元量：2.2万m3

土砂還元量：0.3万m3

土砂還元量：0.7万m3

1,707 2,480

造網型個体数
（中部大橋）
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【掘潜型（中部大橋）】

土砂還元量：5万m3

土砂還元量：2.2万m3

土砂還元量：0.3万m3

土砂還元量：0.7万m3

掘潜型個体数（中部大橋）
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5） モニタリング調査結果の分析（８）生物ー底生動物（佐久間ダム下流）

◼佐久間ダム下流の中部大橋では、瀬に生息している造網型や
掘潜型の底生動物の生息状況に、経年的な変化傾向は見られ
ませんでした。

佐久間ダム

大千瀬川

天竜川

中
部
大
橋

置土位置

(原田橋上流）

造網型：石の隙間に網を張って生息しているため、瀬の石が砂で埋まっ
て隙間が無くなると、個体数が減少すると考えられます。

掘潜型：泥や砂に潜って生息しているため、瀬に砂が増えると個体数が
増加すると考えられます。

調査地点：中部大橋（瀬）
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【掘潜型（気田川合流点）】

土砂還元量：0.02万m3

土砂還元量：0.6万m3

土砂還元量：0.3万m3

9,312 6,096

11,344

31

5） モニタリング調査結果の分析（８）生物ー底生動物（秋葉ダム下流）

◼秋葉ダム下流の気田川合流点では、造網型と掘潜型ともに
調査時期により変動しており、経年的な変化傾向は見られ
ませんでした。

造網型個体数（気田川合流点）

掘潜型個体数（気田川合流点）

西川

気田川

気田川

合流点

置土位置(鮎釣）

天竜川

秋
葉
 
 

※トビケラ類の個体数が多い

調査地点：気田川合流点（瀬）

注）年度により調査月が異なるため、共通する5月(又は6月)、7月(又は8月)、9月、1月のデータを示す。
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【造網型（鹿島橋）】
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【掘潜型（鹿島橋）】12,379
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5） モニタリング調査結果の分析（８）生物ー底生動物（船明ダム下流）

◼船明ダム下流の鹿島橋では、造網型と掘潜型ともに調査
時期により変動しており、経年的な変化傾向はみられま
せんでした。

造網型個体数（鹿島橋）

掘潜型個体数（鹿島橋）

船明ダム

天竜川

鹿
島
橋

阿多古川

調査地点：鹿島橋（瀬）

注）年度により調査月が異なるため、共通する5月(又は6月)、7月(又は8月)、9月、1月のデータを示す。
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5） モニタリング調査結果の分析（９）まとめ

◼これまでのモニタリング調査で得られたデータを分析した結果、土砂還元と物理環境との定量的な関係性は確認
できず、生物環境についても明確な変化は確認されませんでした。

これまでのモニタリング調査結果の分析
【河川物理環境】

・佐久間ダム下流に位置する中部大橋では、土砂還元中の濁り（SS）の最大濃度は約240mg/Lであり、

土砂還元をしていない出水での最大濃度 (約1,400mg/L)を下回っていました。⇒P18

・中部大橋では、濁水の継続期間に土砂還元の有無による明確な差は確認されませんでした。 ⇒P19

・石に付着する砂や泥などの無機物が、土砂還元により増加する傾向は確認されませんでした。⇒P19

・土砂還元と河床高及び河床材料変化との定量的な関係性は確認できませんでた。 ⇒P20～24

【河川生物環境】

・中部大橋では土砂還元の実施後に、小規模な出水でもアユの餌となる付着藻類（藍藻類、珪藻類）が

剥離し、更新されやすくなっている状況が見られました。 ⇒P25

・魚類や底生動物の生息状況には、土砂還元による明確な変化は確認されませんでした。 ⇒P27～32

・最大5万m3/年の土砂還元においては、土砂還元と河川物理環境の変化との定量的
な関係性は確認できませんでした。

・生物の生息状況には、土砂還元による明確な変化は確認されませんでした。


